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令
和
８
年
第
２
回
臨
時
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
２
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
承
認

い
た
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）】

　

補
正
額
は
、
9
8
4
万
3
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
67
億
5
9
8
4
万
３
千
円
と
し
ま
す
。

万
５
千
円
の
増
な
ど
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

南
部
雄
一
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
南
部
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

九
十
九
里
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

九
十
九
里
町
議
会
議
員
の
定
数
を
改

め
ま
す
。

・
議
員
定
数
…
14
名
↓
12
名

６
月
定
例
議
会

会
期
●
６
月
５
日
〜
６
月
9
日

７
月
臨
時
議
会

会
期
●
７
月
17
日

　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
６
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
承
認
、

同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
報
告
３
件
が
あ
っ
た
ほ
か
、

議
員
発
議
３
件
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
に
つ
い
て
は
採
択
と
い
た

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
、
1
0
0
0
万
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
67
億
5
0
0
0
万
円
と
し
ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

人
件
費（
会
計
年
度
任
用
職
員
）7 

0 

2
万
３
千
円
、
※
１
施
設
型
給
付
費
負

担
金（
教
育
標
準
）1
3
6
万
７
千
円
、

※
２
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
33

万
円
、
※
３
経
営
開
始
資
金
補
助
金
52

〈
主
な
も
の
〉

　

教
材
備
品（
小
中
学
校
）6
0
1
万
３

千
円
、
農
業
用
排
水
路
補
修
工
事
１
５

４
万
円
、
消
防
団
運
営
費
交
付
金
１
２

９
万
円
の
増
な
ど
。

財
産
の
取
得

　

児
童
生
徒
が
使
用
し
て
い
る
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
を
行
う
た
め
、

購
入
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

取
得
財
産
… 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

（
6
1
9
台
）

契
約
の
相
手
方
… 

株
式
会
社
大
崎
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
ヂ
ニ

ア
リ
ン
グ
千
葉
支
店

契
約
金
額
… 

4
0
8
8
万
1
2
3
6
円

（
税
込
）

議
会
に
上
程
さ
れ
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
‼

※ 

１ 

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育

所
等
の
保
育
施
設
に
支
給
さ
れ
る

給
付
費

※ 

２ 

農
業
経
営
体
の
経
営
改
善
の
取

り
組
み
に
必
要
な
農
業
用
機
械
の

導
入
費
用
を
支
援
す
る
補
助
金

※ 
３ 
認
定
新
規
就
農
者
の
経
営
安
定

化
ま
で
の
所
得
を
支
援
す
る
補
助
金

【
議
員
定
数
に
つ
い
て
】

　

議
員
定
数
を
現
行
の
14
名
か
ら
12

名
に「
２
減
」す
る
条
例
改
正
案
を
議

員
発
議
に
よ
り
提
出
し
、
原
案
通
り

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
議
員
定
数
は
、
次
の
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
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古川 　徹 議員 .........
◆高齢者交通弱者対策につい
て

◆子育て支援と子育て環境に
ついて

p4

阿井 賢一 議員 .........
◆県道飯岡一宮線（産業
道路）排水路の悪臭対
策について

◆ふるさと納税の現状と課題
について

◆職員の離職対策について

p5

松井 由美子 議員 ......
◆介護予防について

◆保育事業について

◆行政手続の負担軽減について

p6

p●

谷川 優子 議員 .........

◆首都圏CCS事業構想と
九十九里町の将来につ
いて

◆保険者機能強化推進交付金
について

◆障害者雇用について

p8

善塔 道代 議員 .........

◆学校教育について

◆職員の働き方改革について

◆災害対策について

p7

議会を傍聴してみませんか
　本会議の傍聴は、町議会活動に触れる最も身近な方法であり、議員の活動や町政の
方針などを直接知ることができます。
　どなたでも自由に傍聴できますので、お気軽にお越しください。
【傍聴の受付方法】
　本会議の開催当日、本庁舎３階において「住所および氏名」を傍聴人受付簿に記入し、
受付箱に入れるだけで傍聴していただけます。

※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
6月定例議会

傍聴人数

でした。

今回は、

7人

※紙
容
ま

九
十
九
里
町
の

九
十
九
里
町
の

　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

九
十
九
里
町
の

　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い
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の
方
々
が
町
外
病
院
に
通
院
さ
れ
て

お
り
、
増
量
配
布
の
財
源
確
保
や
、

ご
提
案
の
対
象
者
を
絞
る
よ
う
な
取

り
組
み
も
含
め
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　 

問 　
医
療
機
関
へ
の
交
通
手
段
は
。

答
【
町
長
】タ
ク
シ
ー
利
用
や
路
線

バ
ス
を
利
用
し
た
交
通
手
段
を
基
本

と
し
、
町
外
病
院
に
通
院
さ
れ
る
交

通
弱
者
の
方
々
に
は
、
タ
ク
シ
ー
で

バ
ス
停
留
所
ま
で
移
動
し
、
路
線
バ

ス
の
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　 

問 　
路
線
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
な
ど
が

困
難
な
方
々
や
、
タ
ク
シ
ー
で
町
外

病
院
へ
の
通
院
代
金
が
厳
し
い
低
所

得
者
の
方
々
へ
、
指
定
医
療
機
関
を

定
め
る
交
通
手
段
は
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
券
の
利
用
は
、
町
内
へ
の
移

動
手
段
と
し
て
い
る
た
め
、
町
外
病

院
ま
で
利
用
範
囲
を
広
げ
る
と
、
タ

ク
シ
ー
の
配
車
に
支
障
が
で
る
こ
と

や
、
そ
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
バ
ス
停
ま
で
遠
く
、
タ
ク
シ
ー

高
齢
者
交
通
弱
者
対
策

　 

問 　
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
乗
り
合
い
バ

ス
の
取
り
組
み
は
。

答
【
町
長
】導
入
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
利
用
者
の
利
便
性
や
本
町

の
公
共
交
通
と
共
存
を
持
続
可
能
と

す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を

事
業
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　 

問 　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
48
枚
の

配
布
で
す
が
、
病
院
や
買
い
物
に
一

ヶ
月
間
４
回
程
度
の
利
用
し
か
で
き

ず
、
96
枚
増
量
配
布
で
の
支
援
や
、

年
間
収
入
に
応
じ
て
配
布
枚
数
を
増

や
す
こ
と
は
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】議
員
の
ご
指

摘
の
よ
う
に
、
病
院
の
通
院
に
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
く
、
公
共
交

通
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
８
割
以
上
の

方
々
が
通
院
で
、
中
で
も
６
割
以
上

の
利
用
は
料
金
が
高

い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
も
あ
り
、

関
係
者
で
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
と
子
育
て
環
境

　 

問 　
出
産
お
祝
い
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
。

答
【
町
長
】保
護
者
の
負
担
軽
減

や
、
出
産
を
祝
福
す
る
機
運
の
醸
成

に
つ
な
が
る
有
意
義
な
施
策
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
出
産
お
祝
い
金
を
一
子
に
つ
き

10
万
円
の
支
給
で
、
少
子
化
対
策
や

移
住
定
住
の
取
り
組
み
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
【
社
会
福
祉
課
長
】出
産
お
祝
い

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
出
生
後
に

転
出
す
る
世
帯
も
あ
る
た
め
、
慎
重

に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
成

長
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
な
ど
切

れ
目
の
な
い
支
援
で
、
ど
の
手
法
が

効
果
的
な
の
か
勘
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　 

問 　
家
族
で
ふ
れ
あ
え
る
公
園
整
備

に
つ
い
て
は
、
再
三
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
ど
う
な
の
か
。

答
【
社
会
福
祉
課
長
】町
長
の
答
弁

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
公
園
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
議
員
か
ら
の
ご
提
案

な
ど
を
踏
ま
え
て
関
係
各
課
で
協
議

を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
つ
く
も
学
遊

館
内
に
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
７
月
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
家
族
で
ふ
れ
あ
え
る
公
園

整
備
の
取
り
組
み
は
、
ご
質
問
の
概

算
経
費
は
算
出
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

古
ふる

川
かわ

　徹
とおる

 議員

高齢者に便利で安心を・子どもたちに楽園を‼

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

九十九里町議会だより№29　令和8年9月1日 4



県道飯岡一宮線屋形付近の排水路県道飯岡一宮線屋形付近の排水路

町の活性化のために‼

　

今
後
も
継
続
し
て
、
県
道
飯
岡
一

宮
線
排
水
路
の
環
境
状
況
を
把
握

し
、
管
理
者
で
あ
る
山
武
土
木
事
務

所
と
連
携
し
て
、
悪
臭
対
策
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課
題

　 

問 　
近
隣
市
町
と
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
額
の
差
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】近
隣
市
に
お
け
る
令
６

年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
網
白
里
市
が
11
億

９
２
８
１
万
６
０
０
円
、
山
武
市
が

３
億
１
４
７
７
万
７
２
０
円
、
東
金

市
が
１
億
８
２
３
６
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
本
町
へ
の
寄
附

県
道
飯
岡
一
宮
線（
産
業
道

路
）排
水
路
の
悪
臭
対
策

　 
問 　
悪
臭
対
策
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
測
定
の
状
況
は
。

答
【
町
長
】令
和
７
年
７
月
か
ら
臭

気
測
定
器
に
よ
り
、
役
場
敷
地
内
１

箇
所
、
県
道
飯
岡
一
宮
線
排
水
路
９

箇
所
、
合
計
10
箇
所
で
、
毎
月
、
臭

気
計
測
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和
８
年
５

月
ま
で
の
計
測
結
果
は
、
排
水
路
９

箇
所
の
平
均
値
が
２
３
０
。
基
準
と

し
て
計
測
し
て
い
る
役
場
敷
地
内
で

の
平
均
値
は
２
２
９
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
排
水
路
に
お
い
て
は
、

気
温
の
高
い
夏
季
で
３
０
６
と
い
う

数
値
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
11
月
以

降
は
役
場
敷
地
内
と
ほ
ぼ
差
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

額
は
令
和
５
年
度
の
寄
附
額
が
２
億

１
１
９
７
万
６
千
円
、
令
和
６
年
度

は
１
億
９
４
７
０
万
６
千
円
、
令
和

７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点
で

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
約
１
億

９
３
５
１
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
現
状
で
は
、
近
隣
市
と
の
寄
附

額
に
は
差
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　 

問 　
企
業
や
商
店
の
現
状
、
今
後
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
課
題
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】町
内
の
88
事
業
者
と
連

携
し
、
返
礼
品
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
単
に

寄
付
金
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
で

は
な
く
、
地
域
資
源
の
活
用
を
通
じ

た
総
合
的
な
地
域
活
性
化
の
重
要
な

施
策
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
拡

充
・
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
協

力
事
業
者
の
登
録
を
促
進
し
、
持
続

的
な
地
域
経
済
の
発
展
や
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課

題
と
し
て
は
、
更
な
る
増
収
に
つ
な

げ
る
た
め
、
応
援
し
た
く
な
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
離
職
対
策

　 

問 　
離
職
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】毎
年
実
施
し
て
い
る
職

務
状
況
調
査
に
よ
る
職
員
の
意
向
把

握
に
加
え
、
業
務
負
担
の
平
準
化
や

人
材
育
成
の
充
実
、
相
談
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
一

環
と
し
て
、
時
差
出
勤
制
度
に
つ
き

ま
し
て
も
今
年
度
中
の
試
行
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
再

任
用
職
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
も

職
務
に
応
じ
て
活
用
し
、
組
織
運
営

の
安
定
化
と
職
員
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
他
自
治
体
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
外
部
相
談
窓
口
の
設
置
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

阿
あ

井
い

 賢
けん

一
いち

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
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介
護
予
防
教
室
を
年
10
回
ほ
ど
実
施

し
、
介
護
予
防
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

保
育
事
業

　 

問 　
一
時
預
か
り
利
用
料
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
導
入
は
。

答
【
町
長
】利
用
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
導
入
は
、
利
用
者
の
負
担
軽
減

や
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ニ
ー
ズ
を

伺
い
な
が
ら
費
用
対
効
果
も
含
め
、

関
係
部
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

介
護
予
防

　 

問 　
現
在
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防

の
取
り
組
み
と
は
。

答
【
町
長
】町
で
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
主
な
取

り
組
み
と
し
て
、「
は
つ
ら
つ
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
」を
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
年
間
64
回
開
催
し
、
運

動
機
能
と
口
腔
機
能
の
向
上
及
び
栄

養
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
体
操
教

室
を
、
つ
く
も
学
遊
館
で
は
月
２

回
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ち
ど
り

の
里
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
１
回
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
か

ら
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ち

ど
り
の
里
に
於
い
て
音
楽
を
使
っ
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
一

時
預
か
り
制
度
の
違
い
は
。

答
【
町
長
】２
つ
の
事
業
は
目
的
が

異
な
り
ま
す
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
、
就
労
要
件
に
関
係
な
く
月

一
定
時
間
こ
ど
も
園
等
に
通
園
で

き
、
こ
ど
も
の
成
長
を
中
心
に「
す

べ
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す

る
」環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
一
時
預
か
り
事
業
は
、

保
護
者
の
就
労
・
病
気
・
冠
婚
葬
祭
・

育
児
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
家
庭
で

の
保
育
が
一
時
的
に
難
し
い
場
合

に
、
こ
ど
も
園
等
で
預
か
り
、
児
童

と
保
護
者
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　 

問 　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
一

時
預
か
り
の
申
し
込
み
が
同
時
に
あ

っ
た
場
合
の
受
入
は
可
能
か
。

答
【
社
会
福
祉
課
長
】現
在
、
受
入

を
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
育
士
を
適
正
に
配
置

し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
で
も
受
入
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
手
続
の
負
担
軽
減

　 

問 　
遺
族
の
お
く
や
み
手
続
き
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

答
【
町
長
】住
民
課
で
は
お
く
や
み

手
続
き
の
専
用
窓
口
は
設
置
し
て
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
死
亡
届
を
受
理
し

た
際
、
ご
遺
族
の
方
に
対
し「
死
亡

届
後
の
お
も
な
手
続
き
」に
つ
い
て

必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
一
覧
表
を

提
供
し
、
担
当
窓
口
の
部
署
を
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ご
高
齢

の
方
や
歩
行
が
困
難
な
方
な
ど
が
手

続
き
に
来
ら
れ
た
場
合
は
、
各
部
署

か
ら
担
当
職
員
が
住
民
課
に
出
向
き

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
各
部

署
が
連
携
を
図
り
、
ご
遺
族
の
方
が

負
担
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
行

え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつ

井
い

 由
ゆ

美
み

子
こ

 議員
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誰一人取り残さない　いのちを守る対応を！

を
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
付
け
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本
町
で
の

「
生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」に
つ

い
て
の
認
識
と
実
施
状
況
は
。

答
【
教
育
長
】性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、

被
害
者
の
尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
、

そ
の
心
身
に
長
期
に
わ
た
り
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
そ
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
及

び
被
害
者
支
援
の
充
実
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
５
月
の「
生
命（
い
の
ち
）の
安

全
教
育
」強
化
月
間
に
お
い
て
は
、

町
内
各
小
中
学
校
に
対
し
、
取
組
の

一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
周
知
し
て

お
り
ま
す
。

職
員
の
働
き
方
改
革

　 

問 　
近
年
、
全
国
の
自
治
体
で
職
員

の
過
度
な
時
間
外
勤
務
の
抑
制
や
業

務
効
率
化
を
目
的
に
、
窓
口
の
開
庁

時
間
を
短
縮
・
変
更
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
開
庁
時

間
を
短
縮
す
る
検
討
や
実
証
事
業
を

行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
【
町
長
】本
町
に
お
い
て
も
導
入

学
校
教
育

　 
問 　
中
学
校
の
部
活
動
等
に
お
け
る

遠
征
・
送
迎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

現
在
ど
の
よ
う
な
手
段
で
移
動
し
て

い
る
の
か
。

答
【
教
育
長
】中
学
校
の
部
活
動
等

に
お
け
る
遠
征
時
の
移
動
は
、
原
則

と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
ま

た
は
保
護
者
に
よ
る
送
迎
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
教
職
員
が
同
乗
す
る
と

と
も
に
、
事
前
に
運
行
業
者
と
十
分

な
打
合
せ
を
行
う
な
ど
、
安
全
確
保

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
「
生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
被

害
者
、
加
害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
命
の
尊
さ
を
学
び
、
自

分
や
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
や
行
動

に
向
け
た
検
討
を
し
て
お
り
、
本
年

１
月
か
ら
３
月
ま
で
、
各
課
に
お
い

て
来
庁
者
状
況
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
開

庁
時
か
ら
多
く
の
来
庁
者
が
あ
り
、

夕
方
は
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
来
庁
者
数
の
実
態
を

踏
ま
え
つ
つ
、
内
部
会
議
を
開
催

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
や
業

務
運
営
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協

議
・
整
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
て
し

ま
っ
た
際
の
相
談
窓
口
は
総
務
課
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
職
員

か
ら
受
け
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

同
じ
く
町
職
員
で
あ
る
総
務
課
に
相

談
す
る
の
は
、
心
理
的
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
特
化
し
た
第
三
者

機
関
に
よ
る
相
談
窓
口
の
対
策
は
。

答
【
総
務
課
長
】外
部
の
専
門
機
関

や
第
三
者
に
よ
る
相
談
窓
口
に
つ
き

ま
し
て
は
、
相
談
し
や
す
い
環
境
の

確
保
や
公
平
性
、
客
観
性
の
向
上
と

い
っ
た
観
点
か
ら
有
効
な
手
法
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
対
策

　 

問 　
富
士
山
の
噴
火
に
伴
う
降
灰
対

策
に
つ
い
て
、
本
町
に
火
山
灰
が
降

っ
た
際
、
イ
ン
フ
ラ
や
生
活
環
境
へ

の
影
響
と
対
策
は
。

答
【
町
長
】本
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
直
接
的
な
火
山
被
害
は
想
定
さ

れ
な
い
も
の
の
、
降
灰
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
道
路
交
通
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
農
業
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
降
灰
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
的
な
対

応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
国
、
千
葉

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
情
報
提

供
や
備
蓄
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
な
ど
防
災
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

コ
コ
が
聞
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地
点
の
計
２
箇
所
に
お
い
て
、
試
掘

を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
町
と
し
て

地
域
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
事

業
者
に
対
し
適
切
な
対
応
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
九
十
九
里
地
域
の「
令
和
６
年

千
葉
県
の
地
盤
沈
下
の
概
況
」を
見

る
と
依
然
と
し
て
地
盤
沈
下
が
継
続

し
て
い
ま
す
。
地
盤
変
動
や
地
盤
沈

下
の
状
況
下
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
地

下
に
穴
を
掘
り
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通

し
、
埋
め
込
む
な
ど
無
謀
で
危
険
な

計
画
と
言
わ
ざ
る
得
ま
せ
ん
。
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
立
場
に
あ
る

町
は「
危
険
な
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
構
想
」は

や
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】町
民
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
リ
ス
ク
管
理
は
、

極
め
て
重
大
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
対
し
て
徹

底
し
た
事
前
調
査
と
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
強
く
求
め
て
参

り
ま
す
。

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金

　 

問 　
21
年
度
か
ら
、
道
府
県（
10
億

首
都
圏
C
C
S
事
業
構
想
と
九

十
九
里
町
の
将
来

　 

問 　
首
都
圏
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
は
、
東
京

湾
沿
い
の
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

企
業
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
80
㎞
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
房
総
半
島
を
通
し

九
十
九
里
沖
の
海
底
の
地
下
深
く
貯

留
す
る
と
い
う
事
業
で
す
。２ 

０ 

３ 

０

年
か
ら
年
間
約
１
２
０
万
ト
ン
を
海

底
へ
貯
留
し
ま
す
。
貯
留
後
１
０
０

年
か
ら
２
０
０
年
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
監
視
）が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
掘
調
査
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
【
町
長
】今
回
の
試
掘
調
査
は

「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
法
」に
基
づ
い
て
、
地

層
が
貯
留
層
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

を
調
査
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
本
年
７
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で

片
貝
漁
港
沖
の
５
㎞
地
点
及
び
13
㎞

円
）と
市
町
村（
１
９
０
億
円
）に
、

上
乗
せ
す
る
か
た
ち
で「
高
齢
者
の

自
立
支
援
、
重
度
化
防
止
等
に
関
す

る
取
り
組
み
の
推
進
」の
た
め
に
交

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
十
九
里
町
で
は
、
高
齢
者
支
援
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答
【
健
康
福
祉
課
長
】国
で
は
、
各

自
治
体
が
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
重

度
化
防
止
、
介
護
予
防
等
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

か
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て

財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す

る
た
め
、
各
種
の
交
付
金
を
制
度
化

し
て
い
ま
す
。
九
十
九
里
町
で
は
、

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持

ち
、
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
の
健
康
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

障
害
者
雇
用

　 
問 　
厚
生
労
働
省
は
国
・
自
治
体
が

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
民
間
企
業

の
法
定
雇
用
率
は
１
・
８
％
で
す

が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
あ
ら
か
じ
め

一
定
の
比
率（
除
外
率
）を
控
除
し

た
、
残
り
の
労
働
者
数
に
適
用
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
障
害
者
雇
用
促
進

法
は
、「
障
害
者
差
別
の
禁
止
」と
、

障
害
者
が
働
く
際
に
個
々
の
障
害
に

応
じ
て
措
置
を
取
る「
合
理
的
配
慮

の
提
供
」を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
職
員
の
中
で
の
障
害
者
の

「
雇
用
率
」「
働
く
環
境
」「
積
極
的

な
雇
用
」が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】障
害
者
の
法
定
雇
用
率

は
、
令
和
８
年
７
月
か
ら
３
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
障
害
の
あ
る
方
が
能
力
や
適
性

を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
本
人
の
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
な

が
ら
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

採
用
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
人
物
本
位
で
選
考
を
行

い
、
障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

環境破壊の「CCS事業の試掘調査」の中止を

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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議 会 審 議 結 果 を 公 開
6月定例議会

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【九十九里町町税条例の一部を改正する条例】
軽自動車環境性能割の廃止等の改正

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 2 号

令和8年度九十九里町一般会計補正予算（第１号）
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 3 号

九十九里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
課税限度額の引上げおよび軽減判定所得の基準額の見直し等の改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 4 号

固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについて
令和8年4月1日付けの人事異動に伴い、税務課長の古川力氏を固定資産評価員に選任 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 5 号

固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて
2ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 6 号

損害賠償の額の決定及び和解について
地方自治法第96条第1項及び第13号の規定により議会の議決を要するもの 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
発 議
第 1 号

九十九里町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

請願
請 願
第 1 号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書
文教民生常任委員会「採択」、本会議「採択」 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請 願
第 2 号

「国における2027年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書
文教民生常任委員会「採択」、本会議「採択」 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

《追加議案》
議員提出議案
発 議
第 2 号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
内閣総理大臣などへ意見書を提出 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議
第 3 号

国における2027年度教育予算拡充に関する意見書について
内閣総理大臣などへ意見書を提出 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（鑓田貴俊議員）は採決に加わりません。

町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）
報 告
第 1 号

令和7年度九十九里町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
10事業について、令和7年度内に事業が完了せず支出が終わらなかったため、その繰越額や財源内訳を報告

報 告
第 2 号

令和7年度九十九里町国民健康保険特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
標準化システムの開発遅延により、令和7年度内に事業が完了せず支出が終わらなかったため、その繰越額や財源内訳を報告

報 告
第 3 号

令和7年度九十九里町農業集落排水事業会計予算繰越計算書の報告について
「作田岡地区農業集落排水処理場の放流ポンプ及び汚泥供給ポンプ交換修繕」が、令和7年度内に事業が完了せず支出が終わらなかったた
め、その繰越額や財源内訳を報告

7月臨時議会

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【令和８年度九十九里町一般会計補正予算（第２号）】
2ページ参照

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 2 号

財産の取得について
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（鑓田貴俊議員）は採決に加わりません。
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察報告

五島洋上ウィンドファーム五島洋上ウィンドファーム

船上から船上から

乗船前に福江港にて乗船前に福江港にて

五島ふくえ漁業協同組合 前組合長　講話五島ふくえ漁業協同組合 前組合長　講話

　風資源に恵まれ遠浅な地形を有する九十九里浜沖の洋上は、風力発電事業を導入する適地としてポ
テンシャルが高いと評価されていることから、九十九里町は、「第5次九十九里町総合計画」における
主な取組として地域再生可能エネルギーの推進を位置づけております。
　このことから、長崎県五島市を訪問し、国内初の大規模浮体式洋上風力発電所である「五島洋上ウ
ィンドファーム」を視察してまいりました。

【研修レポートより】
・ 今後計画される洋上風力発電は、建設費用が相当高騰するなど、難航することが予想されるが、メリッ
トも大きく、町の将来に向けて大きな起爆剤となるよう後押ししたい。 (鑓田　貴俊議長)
・ 当町沖で計画されているのは着床式洋上風力発電であり、五島市の浮体式とは工法や設置条件が異なる
が、地域との合意形成、漁業との共生、環境への配慮、地域経済への波及効果を最大限に高めるという
考え方は共通しており、五島市の取り組みは当町にとって極めて示唆に富む先進事例であると感じた。
 （原田　教光副議長）

・ 洋上風力発電は、脱炭素化への貢献に加え地域経済の活性化、雇用創出さらには災害時におけるエネル
ギー確保における観点からも大きな可能性を有している。当町においても、豊かな海洋資源を生かした
再生可能エネルギーの活用について、今後のまちづくりの重要な視点としての必要性を強く感じた。
 （中村　義則議員）
・ 離島という厳しい条件の中で、水深が深い海の力を活かしながら市民が使う電力の地産地消を実現し、
およそ40億の経済波及効果が生まれたことは、好例だと思った。また、法定協議会において十分な期
間検討してきたため、大きな改善点や反省点はないと伺い、この点は大変重要だと思った。
 （松井　由美子議員）
・ 元漁業協同組合長のお話からも、丁寧な対話を積み重ねることで地域の理解が深まり、洋上風力発電が
地域資源として受け入れられてきたことが伝わってきた。設備周辺が魚礁としての機能を果たし、海洋
環境や水産資源にも新たな可能性が生まれているという事例は、再生可能エネルギーと漁業の共生を考
える上で大変参考になった。 （西村　みほ議員）

6月24日～26日　長崎県五島市 洋上風力発電

九十九里町議会だより№29　令和8年9月1日 10



行政視 

　海からの距離：約 1.5㎞
避難フロア面積：156.17㎡
　　　収容人数：156人
　　　避難床高：5.48 ｍ

　海からの距離：約 2.0㎞
避難フロア面積：132.04㎡
　　　収容人数：132人
　　　避難床高：6.00 ｍ

　海からの距離：約 1.5㎞
避難フロア面積：93.44㎡
　　　収容人数：93人
　　　避難床高：6.00 ｍ

所在地：片貝 2518番地

所在地：不動堂 301番地 1

所在地：作田 4527番地 1

▲階段やスロープの確認

▲入口を開錠する鑓田議長

▲備蓄倉庫の設備

　地震発生から津波到達までの時間的猶予がなく、河川や海岸から遠く離れた高い場所へ避難できな
い場合に緊急的に避難するための施設が津波避難施設です。
　町内にある津波避難施設「片貝防災備蓄倉庫兼津波避難施設」「豊海津波避難タワー」「作田津波避
難タワー」の3基すべてを視察してまいりました。

６月９日　津波避難施設

九十九里町議会だより№29　令和8年9月1日11
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議会活動日誌

4
月

3日 転入教職員合同着任式

6日 議会だより編集委員会

9日 九十九里中学校入学式

10日 九十九里町内小学校入学式

20日 例月出納検査

21日 自治区連絡協議会　総会

27日 議会だより編集委員会

29日 海開き式

18日 真亀川改修期成同盟会　通常総会

20日

銚子連絡道路整備促進地区大会

土地改良工区連合協議会　総会

例月出納検査

21日 美しい作田川を守る会　定期総会

25日
議会運営委員会

全員協議会

30日 九十九里町内小学校運動会

6
月

1日 千葉県町村議会議長会　定例会

5日
6月定例議会

文教民生常任委員会

9日 6月定例議会

11日 九十九里中学校体育祭

12日 植物防疫協会評議会

16日 都市計画審議会

19日 真亀川をきれいにする協議会　定期
総会

22日

例月出納検査

主要地方道飯岡一宮線バイパス建
設促進期成同盟会　通常総会

24日
シルバー人材センター事業運営委員会

町議会行政視察研修25日

26日

29日 公営企業会計決算審査

30日「社会を明るくする運動」推進委員会

※本案はおおむねの日程であり、
招集日前の議会運営委員会で
協議されます。

9月定例議会予定

9
月

 3日㈭ 開会／一般質問
 4日㈮ 一般質問
 7日㈪ 議案質疑・採決
 8日㈫ 決算説明
10日㈭ 総務経済常任委員会
11日㈮ 総務経済常任委員会
14日㈪ 文教民生常任委員会
15日㈫ 文教民生常任委員会
17日㈭ 決算質疑・採決・閉会

委員長　谷 川 優 子　　副委員長　西 村 み ほ
委　員　内 山 菊 敏　　原 田 教 光　　小 川 浩 安
　　　　松井由美子　　阿 井 賢 一　　小野谷元伸

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

2026年4月～6月

九十九里町 議会 検索
６月定例議会に行われた詳しい内容は、
町のホームページをご覧ください。

【注意事項】
・ アプリの利用自体は無料ですがダウンロードや情報の
受信の際に通信料が発生する場合があります。
・ アプリの閲覧中に広告が表示されますが、その内容に
九十九里町は一切責任を負いません。
・ 利用規約やプライバシーポリシーなどについては、「マ
チイロ」のホームページをご確認ください。

　より多くの方に「九十九里町議会だより」をお届けする
ため、スマートフォンやタブレット端末用の無料アプリ
「マチイロ」にて「九十九里町議会だより」を配信していま
す。

【「マチイロ」の主な機能】
・ 町のホームページに接続しなくても、アプリからいつ
でもどこでも「九十九里町議会だより」をご覧いただけ
ます。
・ページめくりや拡大縮小の操作も簡単にできます。
【利用方法】
・ 機種に応じたＱＲコードを読み取り、アプリをダウン
ロードしてください。

「九十九里町議会だより」を
スマートフォンで
読むことができます！

ios版
QRコード

Android版
QRコード
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